





　 ロ ン ド ン 大 学 の カ レ ッ ジ の 一 つ バ ー ク ベ ッ ク













　2007 年 10 月から翌 3 月まで，正味 5 ヶ月間をロン
ドン大学ロイヤル・ホロウェイ（Royal Holloway）校
の academic visitor として過ごした。在職 21 年にし
て初めての在外研究である。ロンドンの南西 Surrey 
州 Egham にあるこのカレッジに行くには，市内から











  ここ以外に頻繁に通ったのが，ロンドン大学 School of 
Advanced Study の一つ Institute of English Studies が
催す各種セミナー，レクチャー，カンファレンスである。
ロンドン大学は，バークベックやロイヤル・ホロウェ
イを含む現在 19 のカレッジと，12 のインスティチュー
トがそれぞれ自立しながらゆるやかに連合する federal 
university であるが，School of Advanced Study は，う
ち 10 のインスティチュート（大学院レベル）が集まっ
て運営している。Higher Education Funding Council 
for England がこの主な資金源となっているとのこと。
Institute of English Studies は 1999 年に設立されて，
W.B. イェイツの書誌的研究で名高い Warwick Gould
教授が director を務めている。この本拠地は，地下鉄
Russel Square 駅近くの Bloomsbury 地区にあり，セミ
ナーやレクチャー等は，ロンドン大学の本部と図書館が
ある Senate House の古くて暗くエアコンのあまりきか








　たとえば，11 月の第 2 週はざっと次のようなプログ
ラムである。
12 日（月）17:30-19:00
Publishing Science: Seminars in Book History and 
Bibliography
13 日（火）17:30
Inter-University Postcolonial Studies Seminar
15 日（木）16:00
The Building of Senate House
15 日（木）17:30
　London Seminar in Digital Text and Scholarship
17 日（土）09:30-17:30
　CONFERENCE: Jane Austen and Endings
17 日（土）15:00-18:00





















ズラ ･ パウンドやウィンダム ･ ルイスやジェイムズ ･ ジ
ョイスの難解な作品を精読する会もある。上のプログラ






















for the Humanities は，1 月に 4 人の歴史学者による
“‘The State We’re In’―Manifestos for History” と
いうワークショップを開き，2 月には，スラヴォイ ･ ジ
ジェク（Slavoj Žižek）による恒例のマスターコース  







すのにうってつけの存在である。現在 Institute for the 












　British Library, National Portrait Gallery, Victoria 
and Albert Museum, Imperial War Museum 等々，ロ
ンドン市内にある多くの公共文化施設も，独自に，ある
いは大学や学会と提携して，市民にさまざまな勉強の機
会を提供している。大英図書館では，11 月から 3 月ま
で，‘Breaking the Rules―The Printed Face of the 

























10 ポンド（1 ポンドは当時 250 円，この校正をしている







大英図書館や National Archives at Kew の読書室に陣
取るあの連中は一体誰なのか，劇場に詰めかけるあの人
達は…？といぶかるくらいに，これらの施設は閑散とし
ていたためしがない。まさか，私のように半年休みをも
らってロンドンをぶらぶらしている人達ばかりではない
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はずだ。英語が世界共通語のようになっているせいだけ
で，各地から人がロンドンに集まってくるのではなかろ
う。文化や歴史が大切に保存されているだけでなく，そ
れらを惜しみなく公開する姿勢がなければ，これほど
人々を惹きつけることはないだろう。帝国戦争博物館の
ドキュメント部で，きちんと一人ずつファイルに入れら
れた，第一次世界大戦の従軍兵士所持のメモ帳や手紙を
手にした時は，思わず指が震えた。申し込めば，誰でも
閲覧が可能である。
ロンドン市内では，ダブル ･ デッカーと並んで，蛇
腹で 2 両を連結したバスが混雑した通りをぐねぐねとの
たうちながら走っているのをよく見かけた。このバスを
見るたびに，細かいことはどうでもよくて，本道を見失
わなければいい，少々バスの先端がどこかに接触したっ
て知ーらないっ，と言わんばかりのアングロ・サクソン
精神（？）の表れであるように思ったものだ。交通渋滞
のために，バスを途中で降ろされ，乗り換えてもまた降
ろされて結局歩くはめになったとしても，大局から見れ
ばどうでもいいことなのだ。電車が 1 時間遅れようが，
お釣りの計算を間違えようが，大勢に影響はないのだ，
ということなのだろう。日本はすべてにおいて合理的で，
住みよいことは事実だけれど，優先することを取り違え
ているような気がしてならない。英語がしゃべれるよう
になる前に，するべきは日本独自の文化を守ることだ，
と国粋主義的なことが言いたくなる。まず，日本語を勉
強したい気にさせるほど，日本への興味を起こさせるこ
と。漫画文化だけが日本だと思われているのは残念なこ
とだと思いませんか？
　半年間，気ままに遊んでいたみたいに，これを読んで
くださった方は思われたかもしれないが（一体何人の読
者がいるのだろうか？　編集委員だけか？），成果のほ
どは，『第一次世界大戦とモダニズム―数の衝撃』（世
界思想社，2008 年）をお読みください。
